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取扱説明書

A重油焚　施設園芸用温風暖房機

◎この製品は施設園芸用です。�
他の用途には使用しないでください。

お客様へ
このたびはネポン製品をお買い上げいただきまして、
まことにありがとうございます。
取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全に�
お使いください。
◎�ご使用の前に、｢安全上のご注意｣ を必ずお読み
ください。
◎�この取扱説明書は、『工事説明書』、『保証書』とともに�
いつでも見ることができるところに必ず保管して
ください。
◎�取扱説明書の内容は、ハウスカオンキをお買い上
げいただいた時点のものです。ソフトウェアのアッ
プデートにより、機能や表示内容が一部変更され
る場合があります。最新の内容につきましては、
ネポンホームページをご確認ください。

【保証書別添付】
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取扱説明書の読みかた
■�本書はハウスカオンキの取扱説明書です。はじめから順番にお読みになり、正しくお使いください。
本書を読むときは、『工事説明書』も手元にご用意してお読みください。本書の説明の一部で『工事説明
書』を参照しています。

■本書の対象読者
ハウスカオンキを初めてご使用になる一般の方を対象に記載しています。

■本書の構成
・�はじめに�
｢安全上の注意｣ について記載しています。ハウスカオンキのご使用前に必ずお読みください。�
また、ハウスカオンキで使用できる機能の概要、使用するための準備、表示部・操作部の基本的な使
いかたなどについても説明しています。
・�使いかた�
ハウスカオンキを使う前の確認、使いかた、日常の点検とお手入れ、長期間使用しないときの処置など
について説明しています。
・�こんなときは�
困ったときの対処方法などについて説明しています。

本書の表記
■�マークについて
本書で使われているマークには次のような意味があります。

・� 危険、 警告、 注意 �
安全上の注意についての説明です。必ずお読みください。各マークの詳細な説明は ｢安全上のご注意｣
に記載しています。

・� お願い �
機能をご使用になるときに留意していただきたい項目を記載しています。お客様が操作する必要のある
項目やお問い合わせの必要がある項目などを記載していますので、必ずお読みください。

・�お知らせ �
機能についての補足項目を記載しています。

・�おすすめ �
機能を設定するうえでのおすすめ情報を記載しています。
・�[]�
機能名やボタンなどの名称を示します。
・�『』�
本書以外の分冊名称を示します。

■� 本書の図は代表型式HK4030TCV/TEV/TFVを例として記載しています。
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1	 安全上のご注意
ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。
ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容ですので、必ずお守りください。

表示と意味は、次のようになっています。

危険（DANGER） 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じる
ことが想定される内容を示します。

警告（WARNING） 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内
容を示します。

注意（CAUTION） 誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性や物的損害※の発生が想定
される内容を示します。

※物的損害とは、業務用施設や栽培物および動植物に関わる拡大損害を意味します。

図記号の意味は、次のようになっています。

危険（DANGER）

ガソリン…
厳禁

ガソリンなど揮発性の高い油は絶対に使用しない
爆発、火災のおそれがあります。

警告（WARNING）

必ず行う

工事は必ずお買い上げの販売店、または専
門の工事業者に依頼する
販売店または専門業者以外の者が工事す
ると火災、感電のおそれがあります。

必ず行う

燃料はA重油を必ず使用する
火災、事故、故障のおそれがあります。

禁止

機器周辺や温風の当たるところに、危険物
（ベンジン、シンナーなど）やスプレー缶を
近づけない
爆発、火災のおそれがあります。

禁止

機器の周辺に可燃物を近づけない
カーテンなどを機器の近くで使用したり、
プラスチックや段ボールなどの可燃物を
機器に近づけたりしないでください。
火災のおそれがあります。 

ネポン指定以外の部品などの	
取り付けについて

ネポン指定以外の部品などの取り付けおよび
使用は、製品の性能を損ねる改造行為となり
ます。
改造を行った場合、弊社は保証期間内でも�
製品に関する一切の責任は負いません。
ネポン指定以外の部品などの使用による事故、
機器の故障およびその他のトラブルなどは、�
すべてお客様の責任の範囲で処置いただくこと
となります。

注意（危険、警告を含む）を示します。
具体的な注意内容は、△の中や近くに絵や文章で示します。

禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や文章で示します。

強制（必ずすること）を示します。
具体的な強制内容は、●の中や近くに絵や文章で示します。

注意

禁止

必ず行う
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警告（WARNING）

必ず行う

送風ダクトを正しく取り付ける
送風ダクトのサイズ・取り付ける本数を
確認し、急な曲がりや先端の絞りすぎが
ないように取り付けてください。
機器本体が異常高温になり、やけどや火
災のおそれがあります。

禁止

指定された電源・周波数以外は使用しない
本体銘板に記載された電源・周波数で使
用してください。
一致しないと、火災、事故などのおそれ
があります。

衣類の乾燥厳禁

衣類などの乾燥で使用しない
衣類などが落下して火がつき、火災のお
それがあります。 必ず行う

燃焼用空気取入口が設けられていることを
確認する
不完全燃焼による一酸化炭素中毒、燃焼
不良、不着火、機器故障のおそれがあり
ます。

禁止

温風の吹出口に指や異物を入れない
火災、やけどのおそれがあります。

禁止

電源コードに無理な力を加えたり、物を載
せたりしない
電源コードが傷ついて火災、感電のおそ
れがあります。

必ず行う

油漏れがないことを確認する
火災、環境汚染のおそれがあります。

接触禁止

燃焼中や消火直後は機器に触らない
高温になるため、やけどのおそれがあり
ます。

禁止

油漏れをしている場合は、機器の使用を中
止する
火災、環境汚染のおそれがあります。
必ずお買い上げの販売店、またはお近く
のネポン営業所に連絡してください。

禁止

煙突・煙道が外れたままで使用しない
ハウス内に高温の排ガスが漏れて、火災・
やけどのおそれがあります。

禁止

煙突・煙道をふさがない
不完全燃焼による一酸化炭素中毒、ハウ
ス内に高温の排ガスが漏れて火災・やけ
どのおそれがあります。

禁止

煙突トップに異物を入れない
不完全燃焼による一酸化炭素中毒、ハウ
ス内に高温の排ガスが漏れて火災・やけ
どのおそれがあります。

禁止

燃焼用空気取入口がふさがったままで使用
しない
不完全燃焼による一酸化炭素中毒、燃焼
不良、不着火、機器故障のおそれがあり
ます。

禁止

異常時（異音・異臭）・故障時は使用しない
火災、感電、事故のおそれがあります。
お買い上げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所に連絡してください。

禁止

この説明書に記載されている点検・お手入
れ以外は、絶対に機器の分解・修理、改造
をしない
お客様ご自身で修理などを行い使用する
と、事故のおそれがあります。

禁止

移設する場合は、必ずお買い上げの販売店、
またはお近くのネポン営業所に依頼する
販売店または専門業者以外の者が移設す
ると、火災、感電、漏電、事故などのお
それがあります。
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注意（CAUTION）

必ず行う

取扱説明書をよく読む
安全にご使用いただくために、ご使用前
にこの取扱説明書をよく読み記載内容に
従いご使用ください。

必ず行う

工事が正しく完了しているか確認する
施工不備があると火災、感電、事故のお
それがあります。

必ず行う

機器は基礎の上に設置してあり、転倒しな
いようにアンカーボルトで固定してあるか
確認する
固定が不十分なまま使用すると、火災、
転倒のおそれがあります。

必ず行う

アース線が確実に接続されているか確認す
る
故障や漏電したときに感電するおそれが
あります。

必ず行う

使用地域の周波数や設置条件に合わせて燃
焼調整がされているか確認する
不完全燃焼による一酸化炭素中毒のおそ
れがあります。燃焼調整がされていない
場合は、専門業者に依頼してください。

禁止

専門業者が燃焼調整をした後はバーナーに
触らない
この機器は試運転時に燃焼調整がされて
います。お客様ご自身で燃焼調整をして
不備があると、不完全燃焼による一酸化
炭素中毒のおそれがあります。

必ず行う

高地（標高1000m以上）で使用する場合は、
専門業者に燃焼調整を依頼する
高地では平地よりも空気が薄いため、標
準の燃焼調整では不完全燃焼による一酸
化炭素中毒のおそれがあります。

禁止

指定以外の部品を使用しない
オプション品を含む部品は、当社指定の
ものを使用してください。
事故、故障のおそれがあります。

禁止

機器本体や燃料配管などに乗らない
けが、機器の変形による故障のおそれが
あります。 禁止

心臓ペースメーカーなどの医療機器を装着
している場合は、機器に近づかない
機器から出た電波により、医療機器が誤
作動するなどの影響を与えるおそれがあ
ります。

禁止

温風の吹出口をふさがない
機器故障、予想しない事故のおそれがあ
ります。 禁止

燃焼中・燃焼直後に電源を切らない
機器が高温になり、やけど、故障のおそ
れがあります。

ぬれ手禁止

ぬれた手で、スイッチなどを操作しない
感電のおそれがあります。

接触禁止

必要なとき以外は、機器内部や制御盤内の
配線部には手を触れない
感電、けがのおそれがあります。

接触禁止

機器の回転部に手を触れない
機器が突然動きだし、けがのおそれがあ
ります。 高温注意

運転中は機器本体に近づかない
熱風が吹き出すため、やけどのおそれが
あります。

禁止

温風に直接当たらない
低温やけど、脱水症状になるおそれがあ
ります。 水ぬれ禁止

機器や電源に、水や農薬をかけない
感電、機器故障、製品寿命を損なうおそ
れがあります。
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注意（CAUTION）

禁止

煙突トップが外れたままで使用しない
燃焼不良、機器故障のおそれがあります。

必ず行う

雷が発生しはじめたら、速やかに運転を停
止し、分電盤などの元電源を切る
雷の影響を受けずに元電源のある場所に
移動して安全な場所に戻ることができる
場合は、事前に元電源を切ってください。
火災、故障のおそれがあります。

接触禁止

雷が発生しているときは、機器に触れない
火災、感電のおそれがあります。

禁止

落雷があったときは、機器を運転しない
落雷の影響で機器が故障して、火災、感
電のおそれがあります。
運転を再開する前に、お買い上げの販売
店、またはお近くのネポン営業所に連絡
してください。

必ず行う

地震が発生した後は、運転を停止し、オイ
ルタンクの送油バルブを閉め、分電盤など
の元電源を切る
地震が発生したときは、まず身の安全を
確保してください。揺れがおさまって付
近の安全を確認してから、運転を停止し、
オイルタンクの送油バルブを閉め、分電
盤などの元電源を切ってください。
火災、機器破損、異常運転のおそれがあ
ります。

必ず行う

長期間使用しないときは分電盤などの元電
源を切る
予想しない事故により、火災、感電のお
それがあります。

必ず行う

譲渡のときは取扱説明書を添付する
お使いになっている機器を他に売ったり、
譲渡したりするときは、新しく所有者と
なる方が安全な正しい使いかたを知るた
めに、この取扱説明書を機器と一緒に渡
してください。

必ず行う

日常の点検・お手入れは必ず行う
機器故障、予想しない事故のおそれがあ
ります。

必ず行う

定期的に点検・整備を依頼する
機器故障、予想しない事故のおそれがあ
ります。 必ず行う

お手入れをするときは、運転を停止し、分
電盤などの元電源を切る
けが、感電のおそれがあります。

必ず行う

点検や掃除をするときは、機器を停止し、
分電盤などの元電源を切り、送油バルブを
閉じる
けが、感電、燃料漏れのおそれがあります。

必ず行う

部品交換や配線作業をするときは分電盤な
どの元電源を切る
分電盤などの元電源を入れたまま、機器
内部に触ると感電、機器が故障するおそ
れがあります。
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ハウスカオンキは暖房と送風の機能を使用して、ハウス内の温度・湿度・気流を整える製品です。
暖房で室温を上げることはもちろん、送風で温度ムラ・湿度ムラを改善したり、暖房・送風を利用して
高湿度による病害を予防したりすることもできます。

ハウスの暖房 温度ムラ・湿度ムラの改善 高湿度の改善

2-1　�製品型式と意味
ハウスカオンキの型式は、次のような意味を表して
います。
本書や『工事説明書』の中で、型式の違いにより説
明の異なる箇所があります。
該当する機種を、製品に貼り付けられている主銘板
でご確認ください。
説明によっては、次のように型式の一部を省略して
記載しています。
　例：�ＨＫ4030

ＨＫ4030□Ｃ� ご使用の型式の説明をお読みください。

ＨＫ ４０ 30 Ｔ Ｃ Ｖ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①　製品 ハウスカオンキ

②　加温能力の目安
20：200坪（約650m²）
40：400坪（約1300m²）
60：600坪（約2000m²）

30：300坪（約1000m²）
50：500坪（約1650m²）
80：800坪（約2645m²）

③　型 30：30型

④　電源・周波数
T：200V	三相	50/60Hz
F：200V	三相	50Hz
G：200V	三相	60Hz

⑤　吹出口タイプ
Ｃ：下吹きタイプ
Ｅ：上吹きタイプ
Ｆ：低床タイプ

⑥　送風機 なし：標準形

⑦　シリーズ V：Vシリーズ

ハウスカオンキ
型 式
使 用 燃 料
燃 料 消 費 量
定格暖房出力
電 源 電 圧
周 波 数
運 転 電 流
管 理 型 式

製 造 番 号

製品情報

2� �ハウスカオンキについて
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2-2　製品のしくみ

構造
ハウスカオンキは、燃焼して排ガスを排出する経路と、温風を排出する経路とが分かれているため、ハウス内
にクリーンな温風を供給できます。

　燃焼～排ガスの経路
❶バーナーが燃料を燃焼させ、缶体の燃焼室に高温の燃焼ガスが発生します。
❷高温の燃焼ガスは、燃焼室から煙管を通りながら空気に熱を与えて、温度が下がっていきます。
❸温度が下がった燃焼ガスは、排ガスとして煙突を通してハウス外に排出されます。

　空気～温風の経路
①送風機から空気を取り込みます。
②取り込まれた空気は、燃焼室と煙管の外側を通過しながら熱を得て、温風になります。
③温風は吹出口からハウスに送られ、暖房します。

温風温風

空気空気

送風機

缶体（燃焼室）

バーナー 缶体（煙管）

吹出口

排ガス

温風温風

空気空気

燃料

①

❶

❸

②

③

❷
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システム
図は標準施工の概念図です。実際のハウスカオンキや配管の位置関係は、この図と異なります。	

はお客様に操作していただく部分です。

＊�外部制御盤はオプション品です。�
➡工事説明書「3-2　別売品の確認」参照

煙突

ハウスカオンキ

オイルタンク

分電盤
元電源

オイルストレーナー

エアセパレーターエアセパレーター

エア抜きコック

外部制御盤＊ 制御盤

温度センサー温度センサー

カーテン

燃焼用空気
取入口

油配管 送風ダクト

ダクトバンド

注入コック

手元バルブ

ドレン

送油バルブ

給油口

スマートフォン
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複数台運転
ハウスカオンキを複数台設置している場合の運転方法は、次の2種類から選択できます。

単独運転（基本の運転）
ハウスカオンキ1台1台の温度センサーを使用して、それぞれ単独で運転する方法です。
ハウス内の一定範囲を1台のハウスカオンキで制御するので、温度ムラが少なくなります。
温度センサーの設置場所により一部のハウスカオンキだけ頻繁に稼働してしまい、ハウス内全体の気流
を作れないおそれがあります。ご注意ください。

�連動運転
1台の温度センサーの指令に基づき、複数台のハウスカオンキを連動させて運転する方法です。
ハウスカオンキ同士を配線接続することで、接続されたハウスカオンキすべてを同時に※暖房・送風させ
ることができます。これにより、ハウス全体の気流を作ることができます。
同時に※暖房が行なわれるため、温度センサーの場所や制御方法によっては温度ムラが生じやすくなりま
す。ご注意ください。
　※�ハウスカオンキ間で約1分のタイムラグが生じます。�
親機の燃焼から1分後に子機1台目が燃焼し、子機1台目の燃焼から1分後に子機2台目が燃焼します。

	

お願い
●連動運転する場合、連動運転用の電気配線が必要です。�
お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合わせください。
➡工事説明書「6-5　連動運転配線をする」参照

連動運転で暖房すると、次のようになります。

親機
子機　1台目 子機　2台目

制御信号を出力 入力 出力 入力 出力 入力･･･

･･･

設定より低い温度を検知

親機の温度センサーで設定より低い温度を検知すると、親機が暖房を始めます。�
合わせて、親機から「暖房」の制御信号が出力され、子機に「暖房」の制御信号が入力されて、�
子機が暖房を始めます。
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吹出口タイプ
お買い上げのハウスカオンキの吹出口タイプをご確認ください。
下図は、標準的な吹出口タイプの型式を例にしています。

本書や『工事説明書』の一部では、吹出口タイプ別に説明しています。

上から空気を吸い込み、
下から温風を吹き出します。

軒高の低いハウスにおすすめです。

上から空気を吸い込み、
下から温風を吹き出します。

軒高の低いハウスにおすすめです。

低床タイプ
下から空気を吸い込み、
上から温風を吹き出します。

高い位置にダクトを設置したい方に
おすすめです。

下から空気を吸い込み、
上から温風を吹き出します。

高い位置にダクトを設置したい方に
おすすめです。

上吹きタイプ
上から空気を吸い込み、
下から温風を吹き出します。
足下から効率よく暖房できます。

上から空気を吸い込み、
下から温風を吹き出します。
足下から効率よく暖房できます。

下吹きタイプ
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3-1　本体部

外観
HK4030TCVを例に説明します。型式により送風機や吹出口の数や形状が異なりますが、基本的な構造は
変わりません。

吹出口

煙室蓋ダクトバンド
吹出口に送風ダクトを
固定します

煙突接続口エアセパレーター
燃料に含まれる空気を
分離します

オイルストレーナー
燃料に含まれるごみを
除去します

エア抜きコック
エア抜きのとき、
使用します

送風機

制御盤
電源スイッチや
コントローラー
が入っています

バーナー

主銘板
型式や製造番号を
記載しています

注入コック
燃料用の栓です

通信ボックス
アプリとハウスカオンキとを通信します

吹出口

ダクトバンド

送風機

上吹きタイプは、送風機と吹出口の位置、
吹出口の形状が下図のようになります。

3	 各部の名前とはたらき
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銘板
製品の情報や、安全上のご注意などを表示しています。

3-2　制御・操作部

制御盤
電源を入れるときや操作するときは、制御盤の扉を開けてください。

扉

電源スイッチ 操作部

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張
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操作部

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

リセットボタン
異常ランプの点灯解除などに
使用するボタンです
警報の原因を取り除いてから
ボタンを押してください

液晶画面
電源が入っているときに表示します
現在の室温や運転データなどを
表示します

運転ボタン
暖房運転を開始します

運転ランプ（橙）
暖房運転しているときに点灯します

異常ランプ（赤）
安全装置の作動や重大な異常が
発生したときに点灯します

電源ランプ（緑）
電源が入っているときに点灯します

切替ボタン
［現在室温］表示から運転データの
表示に切り替えます

ホームボタン
ホーム画面に戻ります

停止ボタン
暖房運転を停止します

方向ボタン・決定ボタン
方向ボタンでカーソル移動や設定値を変更します
決定ボタンで項目を決定します

故障や点検のときのみ使用します
お問い合わせ時に操作していただ
く場合があります

点検ボタン

機能を拡張するときに使用します
詳細は別売品の説明書をご覧くだ
さい

拡張ボタン

送風運転を開始・停止します
送風ボタン

表示部

09：05
［ 停 止 ］
現 在 室 温 ： 2 5 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 0 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］

エラー情報や表示モードを表示します

暖房運転の状態を表示します
[停止]：暖房運転が停止しているとき
[運転]：暖房運転しているときで
　　　　バーナーが燃焼していないとき
[燃焼]：暖房運転しているときで
　　　　バーナーが燃焼しているとき

送風運転やアプリでの運転状態
などを表示します
[手動送風]：送風機を手動で

運転しているとき
[遠隔操作]：遠隔で設定・運転して

いるとき

現在の室温や運転データを
表示します
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使用前に、必ず以下の作業と確認を行なってください。

4-1　燃料を確認する
銘板に記載されている燃料種であることを確認してください。

	◎燃料はA重油を使用してください。
	◎A重油は夏季用（暖候油）と冬季用（寒候油）で性質が異なります。冬季に夏季用A重油を使用すると
不着火のおそれがあります。
	◎不良A重油は使用しないでください。不良A重油とは次のＡ重油のことをいいます。�
・変質A重油：ひと夏持ち越した古いA重油�
・不純A重油：�A重油以外の油（ガソリン・シンナー・機械油・天ぷら油・分解軽油）が混入したA重油。�

または水やごみなどが混入したA重油

4-2　燃料を供給する

給油する

オイルタンク

油配管

注入コック

手元バルブ
ハウスカオンキ

オイルストレーナー

エア抜きコック

給油口

送油バルブ

ドレン

逃がし管逃がし管

給油は燃料販売業者に依頼し、正しく給油してください。給油するときは次の点を守ってください。
	◎すべての工事完了後に給油を行なってください。
	◎給油は運転を休止している昼間に行なってください。
	◎給油前は�
・オイルタンクのドレン抜きをしてください。�
・油配管のすべてのバルブとコックが閉じていることを確認してください。
	◎給油時は水やごみなどを入れないように注意してください。
	◎給油後は�
・給油口は確実に閉めてください。�
・こぼれたＡ重油はよく拭き取ってください。�
・油配管のエア抜きをしてください。➡17ページ「4-3　油配管のエア抜きをする」参照

4	 使用前の準備と確認
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おすすめ

●A重油専用燃料添加剤 ｢キャスノール｣ の使用をおすすめします。
ハウスカオンキの性能を維持し、缶体耐久性を向上させます。使用方法は、キャスノールの取扱
説明をご確認ください。

オイルタンクの水抜きをする
不着火を防ぐため、オイルタンクの水抜きをしてA重油に混じっている水や不純物を取り除いてください。

4-3　油配管のエア抜きをする
エア抜きは、油配管の中にある空気を取り除く作業です。給油後に必ず行なってください。	
エア抜きをしないでハウスカオンキを使用すると、不着火や異常燃焼を起こすおそれがあります。

準備する
	◎次のものが必要です。�
・ドライバー�
・流れ出たＡ重油を受ける容器�
・ウエスまたは乾いた布
	◎ハウスカオンキの停止ボタンを押し、電源スイッチ・元電源を切ってください。

エア抜きをする

1	オイルタンクの送油バルブ、手元バルブと注入コックを開く

オイルタンク 送油バルブ

注入コック

手元バルブ
ハウスカオンキ
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2	エア抜きコックを開き、Ａ重油を出す
Ａ重油は必ず容器で受けて、オイルタンクへ戻してください。
Ａ重油に空気が混じらなくなるまで続けてください。�
初めての給油や燃料切れを起こした後の給油の場合は、�
多めにＡ重油を出してください。

3	エア抜きコックを閉める
油漏れしないよう、しっかりと閉めてください。

4	ドライバーでオイルストレーナーのエア抜きねじを緩め、Ａ重油を流し出す
エア抜きねじから空気とＡ重油が出てきます。流れ出たＡ重油はウエスまたは乾いた布で受けてください。
空気が出なくなるまで続けてください。

オイルストレーナーオイルストレーナー

エア抜きねじエア抜きねじ

ドライバーでねじを緩めると
ここから空気とA重油が出る
ドライバーでねじを緩めると
ここから空気とA重油が出る

5	オイルストレーナーのエア抜きねじを締める
油漏れしないよう、しっかりと締めてください。

6	元電源・電源スイッチを入れる
	◎電源ランプ（緑）が点灯します。
	◎液晶画面が表示されます。

開く

エア抜きコックエア抜きコック

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源スイッチ電源スイッチ

電源 異常ON
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7	方向ボタンを押し、［設定室温］を［現
在室温］より高くする
［設定室温］設定後、決定ボタンを押すか3
秒間待機して設定室温を確定します。

8	運転ボタンを押す
	◎運転ランプ（橙）が点灯します。
	◎液晶画面に［運転］が表示されます。
	◎送風機やバーナーモーターが起動します。
これにより、配管内に残っている空気がエ
アセパレーターに送られます。

9	送風機が稼働した数秒後に、	
停止ボタンを押す
	◎運転ランプが消灯します。
	◎液晶画面に［停止］が表示されます。

10	エア抜きコックを開き、Ａ重油を流し出す
Ａ重油は必ず容器で受けて、オイルタンクへ戻してくださ
い。Ａ重油に空気が混じらなくなるまで続けてください。

11	エア抜きコックを閉める
油漏れしないよう、しっかりと閉めてください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 運 転 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

［ 　 　 　 　 ］

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］

開く

エア抜きコックエア抜きコック



20

使
用
前
の
準
備
と
確
認

12	空気の混じったＡ重油が出なくなるまで、❼以降の手順を繰り返し行なう

■�作業は完了です。操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。	
ダクトの取り付け・確認が完了している場合は、➡28ページ「4-6　使用前の確認」へ進んでください。	
ダクトを取り付けていない場合は、電源スイッチを切り➡21ページ「4-4　送風ダクトを取り付ける」
へ進んでください。
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4-4　送風ダクトを取り付ける
効率よくハウス内を暖めるために、送風ダクト（別売品）を使用することをおすすめします。送風ダク
トの配置・取り付けについて確認し、安全にご使用ください。
送風ダクトの配置・取り付けは、ご使用のハウスカオンキの吹出口タイプによって異なります。吹出口
タイプに合わせて内容をお読みください。

吹出口タイプの確認は➡8ページ「2-1　製品型式と意味」参照

吹出口タイプ 送風ダクト設置例 取り付け方法 取り付け状態の確認

下吹きタイプ ➡22ページ ➡24ページ

➡26ページ上吹きタイプ ➡23ページ ➡25ページ

低床タイプ ➡22ページ ➡24ページ

送風ダクトの設置例
送風ダクトの配置・取り付けは、ご使用のハウスカオンキの吹出口タイプによって異なります。吹出口タイプ
に合わせて内容をお読みください。

下吹きタイプ HK�2030□C／3030□C／4030□C／�
5030□C／6030□C／8030□C ➡22ページ

上吹きタイプ HK�2030□E／3030□E／4030□E／�
5030□E／6030□E ➡23ページ

低床タイプ HK�3030□F／4030□F／ 5030□F／
6030□F／8030□F ➡22ページ
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…下吹き・低床タイプ
ご使用のハウスカオンキと希望する送風ダクトの配置に合わせて、送風ダクトをご準備ください。
間違った配置・取り付けをすると、送風抵抗が大きくなり、温風が高温になったりハウスカオンキや送風ダク
トの寿命が短くなったりするおそれがあります。必ず次の内容をご確認ください。

◎送風ダクトの配置例
室内の温度が均一になるように配置してください。次の図は参考例です。

主ダクト主ダクト
枝ダクト枝ダクト

ハウスカオンキハウスカオンキ

下吹きタイプ・低床タイプの場合

戻り空気戻り空気

主ダクト主ダクト

枝ダクト枝ダクト

ハウス
カオンキ
ハウス
カオンキ

戻り空気戻り空気
連絡通路連絡通路

戻り空気が通る連絡通路を主ダクト直径の2倍（面積比4倍）以上確保してください。
2棟以上を1基のハウスカオンキで暖房するとき

◎送風ダクトのサイズと最低必要本数
主ダクトは指定の折り幅のものを使用して、すべての吹出口に取り付けてください。
枝ダクトは表の折り幅と最低必要本数以上を確認して取り付けてください。

型式
主ダクト 枝ダクト　最低必要本数（本）

折り幅［直径］
（mm） 400［250］475［300］ 550［350］630［400］

HK2030�□C 630［400］ 8 6 － －

HK3030�□C／□F
900［570］

14 10 6 4

HK4030�□C／□F 16 12 8 6

HK5030�□C／□F

1100［700］

22 16 10 8

HK6030�□C／□F 26 20 14 10

HK8030�□C／□F － － 18 12
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上吹きタイプ
ご使用のハウスカオンキと希望する送風ダクトの配置に合わせて、送風ダクトをご準備ください。
間違った取り付け・配置をした場合、送風抵抗が大きくなって、温風が高温になったりハウスカオンキや送風
ダクトの寿命が短くなったりするおそれがあります。必ずご確認ください。

	◎送風ダクト配置例

送風ダクト送風ダクト

ハウスカオンキハウスカオンキ

	◎送風ダクトのサイズと最低必要本数�
送風ダクトは指定の折り幅のものを使用して、最低必要本数以上を取り付けてください。�
送風ダクトはすべての吹出口に取り付けてください。

型式 折り幅 ［直径］（mm） 最低必要本数（本） 長さ（ｍ）

HK2030 □E

475 ［300］

4

50以下

HK3030 □E 6

HK4030 □E 8

HK5030 □E
550 ［350］

6

HK6030 □E 8

送風ダクトを取り付ける
送風ダクトの取り付け方法は、ご使用のハウスカオンキの吹出口タイプによって異なります。吹出口タイプに
合わせて内容をお読みください。

下吹きタイプ HK�2030□C／3030□C／4030□C／�
5030□C／6030□C／8030□C ➡24ページ

上吹きタイプ HK�2030□E／3030□E／4030□E／�
5030□E／6030□E ➡25ページ

低床タイプ HK�3030□F／4030□F／ 5030□F／
6030□F／8030□F ➡24ページ
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下吹き・低床タイプ

1	吹出口からダクトバンドを取り外す
ダクトバンドのハンドルを上げて取り外します。

2	ダクトバンドの内側に送風ダクトを通す

3	送風ダクトとダクトバンドを吹出口に被せる

4	ダクトバンドを吹出口の溝に合わせ、吹出口に取
り付ける
クランプをバネに掛けて、ハンドルを下げて固定しま
す。

5	ハウス内に送風ダクトを配置する

■�次の手順に進んでください。

吹出口

ハンドルハンドル

ダクトバンド
送風ダクト

ハンドルハンドル

クランプクランプ

バネバネ
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上吹きタイプ

1	ダクトバンドの内側に送風ダクトを通す

2	送風ダクトとダクトバンドを吹出口に被せる

3	ダクトバンドを吹出口の溝に合わせ、ねじを締める
送風ダクトが簡単に抜けないようにダクトバンドのねじを
十分締めます。

■�次の手順に進んでください。

ダクトバンド

送風ダクト

ねじ
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送風ダクトの取り付け状態を確認する
送風機を手動運転し、送風ダクトの張り具合を確認します。

1	元電源・電源スイッチを入れる
	◎電源ランプ（緑）が点灯します。
	◎液晶画面が表示されます。

2	送風ボタンを押す
	◎送風機が起動します。
	◎液晶画面に［手動送風］が表示されます。

3	送風ダクトの状態を確認する
送風ダクトを押したときに、少し跳ね返りがあるくらいの状態が良い状態です。
送風ダクトが異常に張っていて押したときにへこまない程パンパンになっていないか、よれやしわがない
か確認してください。良い状態でない場合には施工を見直してください。

注意
機外静圧が59Pa{6mmH2O}以下となるようにダクトを設置する
必要な風量が確保できないと、機器故障や製品寿命を損なうおそれがあります。
機外静圧測定はお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご連絡ください。

少し跳ね返りがある 口を絞りすぎているよれがある異常に張っている

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源スイッチ電源スイッチ

電源 異常ON

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
現 在 室 温 ： 2 5 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 0 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］
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4	送風ボタンを押す
	◎送風機が停止します。
	◎液晶画面［手動送風］の表示が消えます。

■�作業は完了です。	
操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。

4-5　対震自動消火装置（地震感知器）をセットする
地震が発生したときに確実に消火し安全を確保するために、運転前に対震自動消火装置をセットしてください。
図は、ネポンの対震自動消火装置（感震器BES-100、別売品）を例に記載しています。装置が変わっても次
の手順で行なってください。

1	対震自動消火装置をセットする
対震自動消火装置の取扱説明書をご確認ください。
ネポンの対震自動消火装置をご使用の場合、リセットスイ
ッチをゆっくり上げます。

■作業が完了したら、➡28ページ「4-6　使用前の確認」へ進んでください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
現 在 室 温 ： 2 5 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 0 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］

庁

防消

京
東 感

震 装
置

感
震
灯

証

リセット
スイッチ

感震灯

水準器
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4-6　使用前の確認
使用前に必ずご確認ください。	
正しく行なわれていない項目は必ず対応してから「5 使いかた」に進んでください。

燃料
　ㅓ オイルタンクにＡ重油が1/3以上入っていますか
　ㅓ オイルタンクや油配管、ハウスカオンキから油漏れはありませんか
　ㅓ 油配管のエア抜きは済んでいますか➡17ページ「4-3　油配管のエア抜きをする」参照

ハウスカオンキ周辺
　ㅓ 周辺に危険物や可燃物はありませんか
　ㅓ 電波を遮るようなものを置いていませんか

電気配線
　ㅓ 試運転の確認は済んでいますか（➡工事説明書「11．試運転」）
　ㅓ 元電源は入っていますか

温度センサー
　ㅓ 温度センサーの配線と電源配線とを束ねていませんか
　ㅓ 感温部は温風や直射日光が当たらない場所に設置していますか
　ㅓ 感温部の先端を上向きにしていますか

煙突
　ㅓ 煙突のまわりに危険物や可燃物はありませんか
　ㅓ 煙突が外れたり、接合部がずれたり、破損や変形をしていませんか

燃焼用空気取入口
　ㅓ 燃焼用空気取入口はふさがれていませんか

吹出口
　ㅓ 吹出口はふさがれていませんか

対震自動消火装置
　ㅓ ハウスカオンキに通電している状態で、対震自動消火装置の感震灯は消灯していますか
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ハウスカオンキ

制御盤

温度センサー
オイルタンク
（市販品）

分電盤
（元電源）

油配管
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注意
ぬれた手で操作しない

制御盤内の配線には手を触れない
感電のおそれがあります。

操作は制御盤の内部を使用します。制御盤の扉を開けてください。

扉扉

	

5-1　電源を入れる

1	電源スイッチを入れる
	◎電源ランプ（緑）が点灯します。
	◎液晶画面が表示されます。

おすすめ

●お手持ちのスマートフォンで、運転データの確認や遠隔操作ができます。
ダウンロード・使いかたの詳細は、『製品登録用パスワード通知書』をご覧ください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源スイッチ電源スイッチ

電源 異常ON

5	 使いかた
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5-2　設定する

日時を設定する
エラー履歴を正確に記録したり、アプリとの通信を円滑に行なったりするために［現在日時］を設定します。
液晶画面に［時計エラー］が表示されているときは、手動で時刻を合わせてください。

1	方向ボタンを押し、現在時刻を設定する
点滅表示している箇所の数値を変更できます。
左右で点滅表示する箇所を、上下で数値を
変更します。

2	ホームボタンを押し、ホーム画面に戻る

■�操作は完了です。操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。

室温を設定する
暖房運転を開始・停止する基準とするために、ハウス内で保ちたい温度を［設定室温］として設定します。

1	方向ボタンを押し、［設定室温］を設定	
する
設定室温は0.0 ～35.0℃まで、0.5℃単位
で設定できます。
連動運転の場合、バックアップとして子機の［設
定室温］を「親機の設定室温－2℃」に設定
します。これにより、親機が故障したときに
子機だけで運転を始めます。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運 転

停 止

点検 送風拡張

〈 時 計 エ ラ ー 　   〉

2 3 ： 5 9
現 在 日 時
2 0 2 3 / 0 6 / 0 8  

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 運 転 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃
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2	決定ボタンを押し、設定を完了する

■�操作は完了です。操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。

ソフトウェアをアップデートする
ソフトウェアアップデートとは、ハウスカオンキをより安全で快適にご使用いただくために、ソフトウェアを更
新する機能です。
ソフトウェアの更新がある場合は、液晶画面に	
［更新あり!!］が表示されます。
［更新あり!!］が表示されているときは、自動、
または手動でソフトウェアアップデートを行なっ
てください。

	◎ソフトウェアアップデート中は、ハウスカ
オンキの電源を切らないでください。
	◎ソフトウェアアップデート中は、ハウスカ
オンキの暖房・送風のすべての機能を使
用できません。ソフトウェアアップデート
の所要時間は、最長で約15分です。
	◎ソフトウェアアップデート完了後は、自動
的に再起動し、最新のソフトウェアが適用
されます。

自動でアップデートする
12:00 ～13:00の時間帯にハウスカオンキの暖房運転・送風運転が停止している場合は、自動的にソフト	
ウェアアップデートを開始します。
ハウスカオンキが暖房運転・送風運転をしていて、ソフトウェアアップデートができなかった場合は、翌日以
降に再度自動アップデートを行ないます。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：15
［ 運 転 ］
更 新 あ り ! !

現 在 室 温 ： 2 5 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 0 . 0 ℃

［ 　 　 　 　 ］
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手動でアップデートする
手動でソフトウェアアップデートをするときの操作です。

1	停止ボタンを押して、運転を停止する
安全のため、運転を停止してください。�
アップデート完了後に確認するため、設定室
温をメモなどで記録してください。
	◎運転ランプが消灯します。
	◎液晶画面に［停止］が表示されます。
	◎燃焼途中に停止した場合、すぐに燃焼を停
止します。ハウスカオンキの残熱をハウス
内に送るため、バーナーモーターや送風
機は稼働を続けます。約6分後、ハウスカ
オンキはすべて停止します。

2	切替ボタンを数回押して、最新更新画面	
を表示させる
最新ソフトウェア更新画面が表示されるま
で、複数回切替ボタンを押します。

3	［はい］を選択する
方向ボタンで［はい］にカーソルを合わせ、
決定ボタンで選択します。

4	［更新中は機器を稼働できません よろ	
しいですか？］が表示されたら、再度	
［はい］を選択する
方向ボタンで［はい］にカーソルを合わせ、
決定ボタンで選択します。
	◎ソフトウェアアップデートを開始します。
	◎ソフトウェアアップデートが完了すると、
自動的に再起動します。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］
更 新 あ り ! !

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運 転

停 止

点検 送風拡張

更 新 可 能 で す
最 新 ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｪ ｱ あ り

更 新 し ま す か ？
[ は い ]  [ い い え ]

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運 転

停 止

点検 送風拡張

更 新 可 能 で す
最 新 ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｪ ｱ あ り

更 新 し ま す か ？
[ は い ]  [ い い え ]

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運 転

停 止

点検 送風拡張

稼 働 で き ま せ ん
更 新 中 は 機 器 を

よ ろ し い で す か ？
[ は い ]  [ い い え ]
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5	設定室温を確認する
設定室温が、ソフトウェアアップデートを行
なう前と同じ設定になっていることを確認し
ます。

6	運転ボタンを押し、運転を再開する
	◎運転ランプ（橙）が点灯します。
	◎液晶画面に［運転］が表示されます。

■操作は完了です。操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：20
［ 運 転 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

［ 　 　 　 　 ］

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：20
［ 運 転 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

［ 　 　 　 　 ］
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5-3　暖房運転をする
暖房するための基本操作です。運転を始めると、［設定室温］に合わせて自動で暖房・停止します。	
連動運転の場合もすべてのハウスカオンキで操作してください。

運転する

1	運転ボタンを押す
	◎運転ランプ（橙）が点灯します。
	◎液晶画面に［運転］が表示されます。

	◎［現在室温］が［設定室温］より0.5℃低
くなると、暖房を始めます。�
バーナーモーターや送風機が順に稼働し、
約1分後にバーナーは燃焼し始めます。�
燃焼が始まると、液晶画面に［燃焼］が
表示されます。�
連動運転の場合、子機の燃焼は親機より
約1分遅れて始まります。

		

お知らせ
●液晶画面に表示される［現在室温］は、温度センサーで測定した温度です。
日射や作物周囲、扉付近などの環境により、測定値は変わりやすくなります。
温度センサーは室内温度を代表する場所に設置してください。

■操作は完了です。操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。
	

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 運 転 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

［ 　 　 　 　 ］

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 燃 焼 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

おすすめ

●高湿度状態の改善として暖房を利用できます。
ハウスの室温を上げることで、ハウス内の相対湿度を下げることができます。ハウス内の蒸散がない
場合、常温付近では室温が1℃上昇するごとに相対湿度は5％低下します。�
〈 使用例 〉
高湿度状態の改善として暖房運転する場合は、アプリから臨時運転を行なってください。
・高湿度状態のとき、暖房して室温を1～2℃上げる
・�日の出後の果実の結露を防止するため、日の出前から暖房を開始し、徐々に室温を上げる

●外部制御盤（オプション品）の使用がおすすめです。�
1日4時間帯に分けた温度制御ができる４段サーモ NTシリーズや、換気やカーテンなどの設備と統合
的に制御できる環境制御盤 ＭＣシリーズなどをご用意しています。
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停止する

1	停止ボタンを押す
	◎運転ランプが消灯します。
	◎液晶画面に［停止］が表示されます。
	◎燃焼途中に停止した場合、すぐに燃焼を停
止します。ハウスカオンキの残熱をハウス
内に送るため、バーナーモーターや送風
機は稼働を続けます。約6分後、ハウスカ
オンキはすべて停止します。

2	 送風機が停止したら、電源スイッチを切る
必ず送風機が停止してから電源を切ってく
ださい。送風機が停止する前に電源スイッ
チを切ると、ハウスカオンキの表面が高温
になり、やけどのおそれがあります。
	◎電源ランプ、液晶表示が消えます。

■操作は完了です。操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源スイッチ電源スイッチ

電源 異常
OFF
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5-4　送風運転をする
ハウスカオンキの送風機を手動で稼働させるための操作です。
温度ムラ・湿度ムラの改善や送風ダクトの設置状態を確認したいときにご使用ください。

運転する

1	送風ボタンを押す
	◎液晶画面に［手動送風］が表示されます。
	◎送風機が稼働し、送風が始まります。止
めるまで送風を続けます。

■操作は完了です。操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。

停止する

1	送風ボタンを押す
	◎液晶画面［手動送風］の表示が消えます。
	◎送風機が自動運転に切り替わり、暖房や
外部制御盤に合わせて運転／停止します。

■操作は完了です。操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
現 在 室 温 ： 2 5 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 0 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
現 在 室 温 ： 2 5 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 0 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］
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5-5　運転データを見る

データを表示する
ハウスカオンキの運転データを確認できます。

1	切替ボタンを押して、液晶表示を切り替える
	◎切替ボタンを押すたびに、表示される運転データが切り
替わります。詳しい表示内容は次の ｢運転データ｣ をご
確認ください。

■�ホームボタンを押すと、ホーム画面に切り替わります。

運転データ

・最高室温
初期値またはデータ消去後から、現在までの最高室温（単位：℃）を表示
します。

・最低室温
初期値またはデータ消去後から、現在までの最低室温（単位：℃）を表示
します。

・燃焼時間
初期値またはデータ消去後から、現在までのバーナーの総燃焼時間�
（単位：h）を表示します。

・燃焼回数
初期値またはデータ消去後から、現在までのバーナーの総燃焼回数（単位：
回）を表示します。

・掃除までの残時間
［掃除］表示をするまでの残り時間（単位：h）を表示します。�
初期値は「3000時間」を示し、燃焼すると残り時間が少なくなります。�
｢0時間｣になると、液晶画面に［掃除‼］と表示し掃除時期をお知らせします。
➡49ページ「缶体をお手入れする」参照

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
最 高 室 温 ： 3 5 . 0 ℃
最 低 室 温 ： 1 5 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］

09：05
［ 停 止 ］
最 高 室 温 ： 3 5 . 0 ℃
最 低 室 温 ： 1 5 . 0 ℃

［ 手 動 送 風 ］

09：05
［ 停 止 ］
燃 焼 時 間 ： 　 2 8 ｈ
燃 焼 回 数 ： 　 7 0

［ 手 動 送 風 ］

09：05
［ 停 止 ］
燃 焼 時 間 ： 　 2 8 ｈ
燃 焼 回 数 ： 　 7 0

［ 手 動 送 風 ］

09：05
［ 停 止 ］
掃 除 時 間 ： 2 9 7 2 ｈ
燃 焼 回 数 ： 　 　 7 0

［ 手 動 送 風 ］
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データを消去する
ハウスカオンキの運転データを消去できます。	
データごとに操作が必要です。同じ画面に表示されている項目は同時にデータが消えます。

1	運転が停止していることを確認する
暖房運転中の場合は停止ボタンを押して運転を停止します。
送風運転中の場合は送風ボタンを押して運転を停止します。

2	切替ボタンを押して、消去したい運転データを表示させる

3	リセットボタンを2秒以上押す
	◎表示されている運転データをリセットします。リセットす
ると、データは次のように変わります。�
�
最高室温：クリア時の現在温度（℃）�
最低室温：クリア時の現在温度（℃）�
燃焼時間：時間0（h）�
燃焼回数：回数0（回）�
掃除までの残時間：時間3000（h）

■操作は完了です。操作後は安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張
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安全にお使いいただくため、必ず日常の点検・お手入れをしてください。	
点検・お手入れは次の表を目安に行なってください。

毎日 週に1回 月に1回 年に1回 項目

● 設置状況と燃焼状態を点検する ➡41ページ

● 油配管のエア抜きをする ➡42ページ

● オイルタンクの水抜きをする ➡42ページ

● 火炎検出器をお手入れする ➡42ページ

● バーナーをお手入れする ➡44ページ

● オイルストレーナーをお手入れする ➡47ページ

● 定期点検を依頼する ➡47ページ

オイルストレーナー

ハウスカオンキ

オイルタンク
（市販品）

油配管

バーナー
・

火炎検出器

6	 日常の点検・お手入れ
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6-1　毎日の点検・お手入れ
すべての項目でチェックが入るように対処してください。

ハウスカオンキ・ハウス周辺
　ㅓ ハウスカオンキ周辺に危険物や可燃物がありませんか
　ㅓ ハウスカオンキやハウスカオンキ周辺にほこりなどがたまっていませんか
　ㅓ 燃焼用空気取入口はふさがれていませんか
　ㅓ 換気扇はハウスカオンキと同時に運転しないようにしていますか
　ㅓ 外観や運転状態に異常はありませんか

燃料
　ㅓ �オイルタンクにA重油が1/3以上入っていますか�
A重油が1/3以下の場合は給油してください。➡16ページ「給油する」参照
　ㅓ �オイルタンクや油配管、機器から油漏れはありませんか�
油漏れがあった場合は➡58ページ「8-1　症状から調べる」参照

煙突
　ㅓ �煙突から黒煙や白煙は出ていませんか�
➡58ページ「8-1　症状から調べる」参照
　ㅓ �煙突の接続部から排ガスは漏れていませんか�
排ガス漏れがある場合は使用を中止して、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご
連絡ください

送風ダクト
　ㅓ �送風ダクトにつぶれや折れ、破損はありませんか�
正しい送風ダクトの取り付け方は➡21ページ「4-4　送風ダクトを取り付ける」参照

電気配線・アース
　ㅓ 元電源は入っていますか
　ㅓ 温度センサーの配線と電気配線とを束ねていませんか
　ㅓ 感温部の先端を上向きにしていますか

異音・異臭
　ㅓ �異音・異臭はありませんか�
異音・異臭がある場合、使用を中止して、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご
連絡ください

送風機
　ㅓ 送風機にカーテンなどを巻き込むおそれはありませんか



42

日
常
の
点
検
・
お
手
入
れ

6-2　週に1回の点検・お手入れ

油配管のエア抜きをする
➡17ページ「4-3　油配管のエア抜きをする」参照

6-3　月に1回の点検・お手入れ

オイルタンクの水抜きをする
不着火を防ぐため、オイルタンクの水抜きをしてA重油に混じっている水や不純物を取り除いてください。

火炎検出器をお手入れする
不着火を防ぐため、火炎検出器の汚れを拭き取ってください。

準備する
	◎次のものをご用意ください。�
・ウエスまたは乾いた布
	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

火炎検出器の汚れを拭き取る

1	バーナーカバーを取り外す

2	火炎検出器を取り外す
火炎検出器を手前に引き抜きます。

この部分を使用する

バーナーカバー

火炎検出器
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3	受光面の汚れを拭き取る
きれいなやわらかいウエス、または乾いた布を使用してくだ
さい。

4	火炎検出器を取り付ける
元の位置に火炎検出器を差し込みます。
引き抜いたときと同じ向きで差し込んでください。

5	バーナーカバーを取り付ける

■作業は完了です。運転を再開するときは必ず➡28ページ「4-6　使用前の確認」をしてください。

受光面

火炎検出器火炎検出器

バーナーカバー
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バーナーをお手入れする
異常燃焼や不着火を防ぐため、バーナーの汚れを落としてください。

準備する
	◎次のものをご用意ください。�
・手袋�
・ドライバー�
・ウエスまたは乾いた布
	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

バーナーを取り外して、汚れを落とす

1	バーナーカバーを取り外す

2	カプラ・イグナイタ高圧プラグ・ノズルヒーターコネ
クターを取り外す

3	ウインドボックス蓋を取り外す
蝶ねじを取り外しウインドボックス蓋を取り外します。

この部分を使用する

バーナーカバー

手前に
引き抜く

イグナイタ
高圧プラグ

カプラ

ノズルヒーター
コネクター引く

ウインドボックス蓋
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4	ノズルヒーターユニットを引き出す

5	ノズルヒーターユニットの形状は型式によって異なりま
す。

		  　

6	ノズルヒーターユニットのディフューザーを取り外す
HK2030・3030をご使用の場合は次の手順に進んでく
ださい。
HK4030 ～8030をご使用の場合に行なう手順です。
ねじ3本を緩め、ディフューザーを取り外します。

7	ディフューザーやノズルまわりのすすやスラッジを、ウエスまたは乾いた布で拭き取る

■次の手順に進んでください。

バーナーを元の状態に戻す

1	ノズルヒーターユニットにディフューザーを取り付ける
HK2030・3030をご使用の場合は次の手順に進んでください。
HK4030～8030をご使用の場合に行なう手順です。
緩めたねじ3本をしっかりと締め付けます。

引き上げる
ノズルヒーター
ユニット

回して外す

ディフューザー

ねじ（3本）

入れてからひねる

ねじ（3本）
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2	ハウスカオンキ本体にノズルヒーターユニットを取り付
ける
ノズルヒーターユニットの図の3点が、バーナーにはまる�
ように取り付けます。

3	ウインドボックス蓋を取り付ける
バーナーにしっかりとはめ込んでから、蝶ねじで取り付けます。

4	カプラ・イグナイタ高圧プラグ・ノズルヒーターコネ
クターを取り付ける
2本のイグナイタ高圧プラグは交差しないように取り付
けてください。�
カチッとはまるまで、しっかりと差し込んでください。

5	バーナーカバーを取り付ける

■�作業は完了です。	
運転を再開するときは必ず➡28ページ「4-6　使用前の確認」➡工事説明書「11．試運転」を行なって
ください。

ノズルヒーター
ユニット
ノズルヒーター
ユニット

支持する
3点をはめる

ウインドボックス蓋

イグナイタ
高圧プラグ

カプラ

ノズルヒーター
コネクター

バーナーカバー
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オイルストレーナーをお手入れする
異常燃焼や不着火を防ぐため、オイルストレーナーをお手入れしてください。

準備する
	◎次のものをご用意ください。�
・手袋�
・ウエスまたは乾いた布�
・灯油または洗油�
・やわらかいブラシ
	◎停止ボタンを押し、電源スイッチを切ってください。

オイルストレーナーをお手入れする

1	ロックナットを回し、オイルストレーナー
を分解する
ケースが外れます。ストレーナーを下に引き出
してください。

2	灯油や洗油を使用して各部品を洗う
ストレーナーはやわらかいブラシを使用して洗
ってください。

3	洗ったオイルストレーナーを取り付ける
図を参考にしながら、正しい順番で取り付け
てください。

■�お手入れは完了です。運転を再開するときは必ず➡28ページ「4-6　使用前の確認」➡工事説明書「11．
試運転」を行なってください。

6-4　年に1回の点検・お手入れ

定期点検を依頼する

注意 定期的に点検・整備を依頼する
機器故障、予想しない事故のおそれがあります。

この製品は、定期点検が必要です。
この製品の性能を維持し、安全にお使いいただくために、定期点検(有料)をお受けください。
詳しくは、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

ストレーナー
ロックナット

ケース

パッキン
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シーズンオフなど、長期間使用しないときには、必ず以下の作業を行なってください。

7-1　燃料配管のバルブを操作する

油配管のバルブを閉じる
ハウスカオンキを長期間停止するときは、必ず油配管のバルブを閉じてください。バルブを開けたままにする
と、油漏れのおそれがあります。
油配管に逃がし管を設けていない場合は、油の熱膨張による配管の破損を防ぐため逃がし配管を設けてくだ
さい。詳細は設備工事業者にお問い合わせください。

準備する
	◎栽培のシーズンを終了するときは必ずＡ重油を使いきり、油配管のバルブを閉じてください。
	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

油配管のバルブを閉じる

1	オイルタンクの送油バルブを閉じる

2	手元バルブを閉じる

3	注入コックを閉じる

4	エア抜きコックを閉じる

オイルタンク 送油バルブ

注入コック

手元バルブ
ハウスカオンキ

エア抜きコック

■�操作は完了です。	
運転を再開するときは、➡16ページ「4-2　燃料を供給する」➡28ページ「4-6　使用前の確認」
を行なってください。

7	 長期間使用しないとき
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7-2　ハウスカオンキを保管する

	 お願い
●�交換用のパッキンとノズルをご用意ください。�
詳細はお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合わせくださ
い。

缶体をお手入れする
缶体にたまったすすやスラッジを取り除きます。栽培シーズン終了後、または栽培シーズン開始前に必ず年1
回お手入れしてください。
缶体やバーナーに損傷や異常を発見したときは、すぐにお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所に
ご連絡ください。

準備する
	◎次のものが必要です。
　・ドライバー
　・掃�除具セット（オプション品）�

先端部品は、掃除棒に
取り付けて使用します。

　・取り除いたすすやスラッジを入れるもの
　・パッキン
	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

部品を取り外す

1	煙突を取り外す

2	蝶ボルト4本を緩め、煙室ガードを取り外す

掃除棒

ワイヤブラシ
金柄ワイヤブラシ

缶体すすかき具

煙管掃除具

ねじ込むねじ込む

蝶ボルト蝶ボルト

煙室ガード煙室ガード
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3�アイナット4個・煙室蓋・煙室バッフルを取り
外す

4�スクリュープレートをすべて取り出す

5�バーナーヒンジを開ける
アイナットを緩めてバーナーヒンジを開けます。

6�掃除口キャップを取り外す

■	次の手順に進んでください。

煙室蓋

アイナット
パッキン

煙室バッフル

スクリュープレートスクリュープレート

バーナーヒンジ
アイナット

掃除口キャップ

ねじ

パッキン
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…缶体内を掃除する
缶体にたまっているすすやスラッジを取り除きます。掃き出したすすやスラッジは産業廃棄物として処理してく
ださい。

1�煙管掃除具やワイヤブラシを使って、煙室・煙
管にたまっているすすやスラッジを燃焼室に押
し出す

2�缶体すすかき具を使って、燃焼室内にたまった
すすやスラッジを掃き出す

■次の手順に進んでください。

押し出す

掃き出す

煙管煙管
煙室煙室

燃焼室燃焼室
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部品を元の状態に取り付ける

1�掃除口キャップを取り付ける
ねじ3本で取り付けます。燃焼ガスが漏れない
ようにしっかりと締め付けてください。

2�バーナーヒンジを閉める
配線などを挟まないようにバーナーヒンジを閉
めた後、燃焼ガスが漏れないようにアイナットを
しっかりと締め付けてください。

注意

アイナットは、燃焼ガスが漏れないように締め付ける
燃焼ガスが漏れると、思わぬ障害が生じるおそれがあります。
締め付ける目安は、ボルト面とアイナット面とが同一面程度になるまでです。

アイナット面

ボルト面
ヒンジ安全スイッチは火災を防止する装置であり、燃焼ガス漏れを防止する装置で
はありません。➡66ページ「10-4　ヒンジ安全スイッチ」参照

3�スクリュープレートをすべて入れる

掃除口キャップ

ねじ

パッキン

アイナット
バーナーヒンジ

スクリュープレートスクリュープレート
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4	煙室バッフルを取り付ける
煙室バッフルのツメは、ハウスカオンキ本体の
内側まで入れます。

5	パッキン・煙室蓋を取り付ける
新しいパッキンを図のように煙室蓋に取り付け
ます。その後、煙室蓋をハウスカオンキ本体に
すき間がないよう取り付けます。排ガスが漏れ
ないようにアイナットをしっかりと締め付けてく
ださい。

注意

パッキンは必ず新しいものに交換する

パッキンが劣化すると、ハウス内に排ガスが漏れて事故を引き起こすおそれがありま
す。年1回のお手入れの際に、新しいものと交換してください。

アイナットは、排ガスが漏れないように締め付ける
排ガスが漏れると、思わぬ障害が生じるおそれがあります。
締め付ける目安は、ボルト面とアイナット面とが同一面程度になるまでです。

アイナット面アイナット面

ボルト面ボルト面

6	煙室ガードを取り付ける
蝶ボルトで取り付けます。

7	煙突を取り付ける
排ガス漏れがないように取り付けてください。➡工事説明書「7．煙突の施工」参照

■次の手順に進んでください。

ツメを内側に入れる

煙室バッフル

煙室蓋

煙室蓋裏側

アイナット

パッキン

煙室バッフル

蝶ボルト蝶ボルト

煙室ガード煙室ガード
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バーナーをお手入れする
バーナーのお手入れをしてください。➡44ページ「バーナーをお手入れする」参照
ノズルの交換を依頼してください。

注意
ノズルの交換はお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所に依頼する
交換しないままで使用したり、お客様ご自身で交換したりすると、機器故障、予想しな
い事故のおそれがあります。

制御盤を保管する
栽培シーズンが終了したら、制御盤はハウスカオンキ本体から取り外し、高温多湿を避け、ほこりがかからな
いように保管してください。

準備する
	◎次のものが必要です。�
・ドライバー�
・制御盤を保護するための袋または箱
	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

運転データ「掃除までの残時間」をリセットする

1	電源スイッチを入れる
	◎電源ランプ（黄）が点灯します。
	◎液晶画面が表示されます。
	◎液晶画面に［停止］が表示されているこ
とを確認してください。

2	切替ボタンを押して、［掃除時間］を表
示させる

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源スイッチ電源スイッチ

電源 異常ON

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
掃 除 時 間 ： 2 9 7 2 ｈ
燃 焼 回 数 ： 　 　 7 0

［ 手 動 送 風 ］
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3	リセットボタンを2秒以上押す
	◎データが消去されます。
	◎液晶画面に［掃除時間：3000ｈ］と表示
されます。
	◎ホーム画面に［掃除！！］と表示されてい
る場合は表示が消えます。

4	電源スイッチ・元電源を切る
	◎電源ランプ、液晶表示が消えます。

■�操作は完了です。安全のため、必ず制御盤の扉を閉めてください。	
運転を再開するときは、➡工事説明書「7．煙突の施工」➡28ページ「4-6　使用前の確認」を行なってく
ださい。

配線を取り外す

1	制御盤の扉を開ける
扉は制御盤下にあるパチン錠を外して開けます。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 停 止 ］
掃 除 時 間 ： 3 0 0 0 ｈ
燃 焼 回 数 ： 　 　 7 0

［ 手 動 送 風 ］

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

電源スイッチ電源スイッチ

電源 異常
OFF

扉
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2	制御盤内の配線・コネクターを取り外す
電源線とアース、ハウスカオンキ本体に接続している配線を取り外します。
配線には、接続場所が分かるよう目印を付けることをおすすめします。
配線を取り外すときに緩めたねじは、紛失しないよう締め直してください。�
温度センサーは、線を束ねて制御盤の中にしまってください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

3	取り外した配線はそれぞれ束ね、水などがかかったり破損したりしないように処理する

■次の手順に進んでください。

制御盤を取り外す

1	通信ボックスを取り外す
取付用小窓を開け、通信ボックスと制御盤を固定している
ねじを2か所緩めて通信ボックスを取り外します。
ねじは紛失しないよう袋などに入れて保管してください。

2	制御盤を取り外す
制御盤固定ねじを4か所緩め、制御盤を取り外します。�
制御盤を取り外した後、固定ねじは紛失しないようにハウ
スカオンキ本体に締め直してください。

3	制御盤を袋や箱に入れて、ほこりがたまらないように保管する

■�作業は完了です。	
運転を再開するときは、元のとおりに制御盤・配線を取り付け、➡工事説明書「7．煙突の施工」➡工事説
明書「11．試運転」を行なってください。

通信ボックス通信ボックス

ねじ

取付用小窓

電源 異常 リセット

切替
決定

運転

停止

点検 送風拡張

ホーム

制御盤固定ねじ制御盤固定ねじ
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ハウスカオンキ本体を保管する
栽培シーズンが終了したら、送風ダクトや煙突を取り外して、ほこりがかからないようにハウスカオンキを保
管してください。

	 お願い ●お手入れには技術が必要です。お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業
所にお問い合わせください。

準備する
	◎次のものをご用意ください。�
・カオンキカバー（オプション品）�
・たる木�
・ひも
	◎停止ボタンを押して、電源スイッチ・元電源を切ってください。

ハウスカオンキを保管する

1	送風ダクトと煙突を取り外す

2	エアセパレーターのドレン抜きプラグを抜き、
内部にたまったスラッジなどを排出する

3	油配管のバルブを閉じる
➡48ページ「7-1　燃料配管のバルブを操作する」参照

4	カオンキカバーをかける
ハウスカオンキの上にはたる木を入れてください。
たる木を入れずにカオンキカバーをかけると、保
管中に雨水や結露水がたまるおそれがあります。
カオンキカバーの裾は、ひもを使ってハウスカオ
ンキ本体に固定します。

■�作業は完了です。	
運転を再開するときは、元の状態にしてから、➡工事説明書「7．煙突の施工」➡工事説明書「11．試運転」
を行なってください。

ドレン抜き
プラグ

エア
セパレーター
エア
セパレーター

カオンキカバー

たる木
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故障かなと思った場合は、次の内容を確認して処置してください。	
原因が分からないときや故障が確認されたときは、必ずお買い上げの販売店、またはお近くのネポン
営業所にお問い合わせください。

お知らせ
●取扱説明書の内容は、ハウスカオンキをお買い上げいただいた時点のものです。�
ソフトウェアのアップデートにより、機能や表示内容が一部変更される場合があり
ます。最新の内容につきましては、ネポンホームページをご確認ください。

8-1　症状から調べる

こんなとき 原因と対処方法

電
源
電源スイッチを入れても電源ラ
ンプが点灯しない

元電源は入っていますか？→元電源を入れてください

停電していませんか？
→�停電が復帰するまで使用を中止してください�
停電が復帰すると、ハウスカオンキが自動的に運転を再開します

電源配線は外れていませんか？�
→�配線の確認が必要です。お買い上げの販売店、またはお近くのネポ
ン営業所に連絡してください

暖
房
・
送
風

暖房が始まらない

設定室温は適切ですか？�
→設定室温を調整してください➡31ページ「室温を設定する」参照

温度センサーの設置場所は問題ありませんか？
→�現在室温を確認してください。問題がある場合は、現在室温を適切
に測定できる位置に、温度センサーを移動してください

ランプの点灯やエラーの表示はありませんか？
→�ランプ点灯・エラー表示している場合➡60ページ「8-2　表示か
ら調べる」参照

その他の場合、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所に連絡してください

暖房が止まらない

設定室温は適切ですか？�
→設定室温を調整してください➡31ページ「室温を設定する」参照

温度センサーの設置場所は問題ありませんか？�
→�現在室温を確認してください。問題がある場合は、現在室温を適切
に測定できる位置に、温度センサーを移動してください

その他の場合、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所に連絡してください

送風機が止まらない

燃焼停止直後の場合は異常ではありません。ハウスカオンキ内部の残
熱を放出するため、送風機は消火後6分間稼働し続けます

手動送風になっていませんか？�
→送風ボタンを押して送風を停止してください

8	 故障・異常の見分けかたと処置方法
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こんなとき 原因と対処方法

煙

煙突から黒い煙が出る

燃料に対して燃焼空気が不足しています
①燃焼用空気取入口がふさがれていませんか？
　→�燃焼用空気取入口をふさぐものがないか確認してください
②バーナーや缶体内部にすすがたまり、汚れていませんか？
　→�次のお手入れをしてください�

バーナーのお手入れ➡44ページ「バーナーをお手入れする」参照�
缶体のお手入れ➡49ページ「缶体をお手入れする」参照

その他の場合、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所に連絡してください

煙突から白い煙が出る 部品交換が必要です。使用を中止し、お買い上げの販売店、またはお
近くのネポン営業所に連絡してください

ラ
ン
プ
・
表
示

ランプ・エラー表示が出ている エラーが発生しています➡60ページ「8-2　表示から調べる」参照

燃
料 A重油が漏れている

油漏れを確認したら�
①電源スイッチと元電源を切り、ハウスカオンキの使用を止めてください�
②油配管のバルブを閉じてください�
③�お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所に連絡し、案内
に従って対応してください
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8-2　表示から調べる

ランプ・液晶画面表示を調べる
安全装置が働くと、ランプや液晶画面の表示でお知らせします。

 

表示

原因 処置異常�
ランプ�
（赤）

液晶画面

点灯

センサ異常!!
E-01 温度センサーが断線している

お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業
所にご連絡くださいセンサ異常!!

E-02 温度センサーが短絡している

要確認!! 機器に異常が発生している

不着火!!
E-08
E-18

火炎検出器が正しく取り付け
られていない

火炎検出器を取り付け直す➡42ページ「火炎
検出器をお手入れする」参照

A重油が機器に届いていない

①�オイルタンク・油配管を確認する�
➡16ページ

②�バーナーやオイルストレーナーの手入れをする�
➡44ページ・47 ページ
③�油配管のエア抜きをする➡17ページ
④�解決しない場合は、お買い上げの販売店、また
はお近くのネポン営業所にご連絡ください

燃焼用空気の量が適切では�
ない

①�燃焼空気取入口がふさがれていないか確認する
②�解決しない場合は、お買い上げの販売店、また
はお近くのネポン営業所にご連絡ください

火炎検出器が汚れている 火炎検出器をお手入れする➡42ページ

A重油に水や不純物が混じっ
ている

・�オイルタンクの水抜きをする
・�新しいA重油に交換する

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

09：05
［ 燃 焼 ］
要 確 認 ! !

現 在 室 温 ： 2 0 . 0 ℃
設 定 室 温 ： 2 5 . 0 ℃

異常ランプ異常ランプ
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表示

原因 処置異常�
ランプ�
（赤）

液晶画面

点灯

E-20

バーナーヒンジが開いている バーナーヒンジをしっかりと閉める➡66ページ

対震自動消火装置が作動した
①�機器の損傷や油漏れ、煙突の外れなど異常が
ないことを確認する

②�対震自動消火装置を復帰する➡65ページ

本体表面温度が異常に高い

①�温風吹出口や送風ダクトを正しく設置している
か確認する➡21ページ

②�本体の表面温度が下がるまで待つ。温度が下が
ると自動的に警報が解除されます

E-17
バーナーモーター、または送
風機モーターに過負荷が生じ
た

過負荷保護装置を復帰する➡67ページ

消灯

掃除!! 燃焼時間が3000時間を超えた 缶体をお手入れする➡49ページ

時計エラー
長期間電源を切っていた
通信障害により日時情報の取
得に失敗した

手動で日時を設定する➡31ページ

更新あり!! 未更新のソフトウェアアップデー
トがある ソフトウェアをアップデートする➡32ページ

復帰中!! 送風機の状態を確認している

送風機の稼働が始まると、自動的に［復帰中!!］
の表示が消えます
異常ランプが点灯した場合は、お買い上げの販売
店、またはお近くのネポン営業所にご連絡ください
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エラー履歴を調べる
エラーが発生したときは、エラー履歴を確認することができます。	
お問い合わせ時に操作していただく場合があります。

	◎エラー履歴には最大16件が蓄積されます。すでに16件蓄積されているときに新たなエラーが加わると、
最も古いエラー履歴が消去されます。

1	点検ボタンを2秒以上押す
	◎エラー履歴番号と、エラーコード、エラー
発生日時、エラー内容が表示されます。

2	切替ボタンを押して、表示を切り替える
	◎エラー履歴が順番に表示されます。
	◎エラーの履歴がすべて表示された後は、
ハウスカオンキの状態が表示されます。

■ホームボタンを押して、ホーム画面に戻ります。

エラーコード エラー内容 エラーコード エラー内容

E-01 室温サーミスタ断線 E-18 途中失火不着火

E-02 室温サーミスタ短絡 E-19 ノズルヒータ昇温異常

E-03 ノズルサーミスタ断線 E-20 安全装置作動

E-04 ノズルサーミスタ短絡 E-40 AFD断線/逆接

E-05 ノズルヒータ系異常 E-41 AFD短絡

E-07 疑似燃焼 E-51(*) F1インバータ基板異常

E-08 不着火 E-52(*) F2インバータ基板異常

E-09 途中失火 E-53(*) F3インバータ基板異常

E-10 異常着火 E-60 地絡検出

E-11 AFD劣化 E-70 ダクトサーミスタ断線

E-14 着火遅れ E-75 ダクトサーミスタ短絡

E-15 マルチトライ異常 E-90(*) 内部故障

E-17 サーマルリレー作動 U-(*) 通信異常

＊　�エラーの発生原因などにより表示される番号・記号が異なります。�
お問い合わせの際には、＊部に表示された番号・記号もお伝えください。

電源 異常 リセット

切替

ホーム
決定

運転

停止

点検 送風拡張

2 0 2 3 / 1 0 / 1 5
E - 0 8

5 ： 0 0
〈 点 検 ・ エ ラ ー 履 歴 1 〉

不 着 火

エラー履歴番号エラー履歴番号

エラー内容エラー内容 エラーコードエラーコード

エラー発生日時
発生日（時間前／日前）と発生日時を
交互に表示

エラー発生日時
発生日（時間前／日前）と発生日時を
交互に表示
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9-1　停電が起きたときは
停電するとハウスカオンキは停止します。停電から復帰するとハウスカオンキは自動的に運転を再開します。
復帰後は念のため、ハウスカオンキやハウスカオンキと接続している機器に異常がないことを確認してくださ
い。

9-2　雷が鳴ったときは
大きな雷が発生することが予想され、雷の影響を受けずに元電源のある場所に移動して安全な場所に戻るこ
とができる場合は、事前に元電源を切ってください。
雷の影響がなくなったら、元電源を入れて運転を開始してください。

9-3　災害が起きたときは
地震や風水害などの災害によりハウスが倒壊するおそれがある場合は、ハウスに近づかないでください。
ハウスが倒壊するおそれがない場合は、機器の元電源を切り、燃料配管のバルブを閉めてください。
災害の影響がなくなったら、次の項目を確認してから運転を再開してください。

　ㅓ ハウスカオンキが水没・浸水していませんか
　ㅓ ハウスカオンキに水没・浸水の形跡はありませんか
　ㅓ ➡28ページ「4-6　使用前の確認」の項目をすべて満たしていますか

項目を満たしていない場合は、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合わせください。

9	 こんなときは
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ハウスカオンキは次の安全装置を搭載しています。
安全装置が作動した場合は、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご連絡ください。

過熱防止装置ヒンジ安全スイッチ

火炎検出器

バーナーコントローラー
・

過負荷保護装置

バーナーコントローラー
・

過負荷保護装置

10-1　燃焼安全制御装置

機能
バーナーを安全に燃焼させるための装置で、ハウスカオンキでは火炎検出器とバーナーコントローラーを兼ね
備えています。次の機能があります。
　�・自動でバーナーを起動・停止する�
 ・正しい順序に従ってバーナーを起動させ、動作中の燃焼炎を監視する�
 ・バーナーが停止したとき、次の燃焼に備えて準備する

燃焼安全制御装置が働いて燃焼を停止すると、ハウスカオンキの異常ランプ（赤）が点灯し、液晶画面に［不
着火！！］が表示されます。

復帰方法

	 お願い ●技術が必要です。お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合
わせください。

1	不着火になった原因を取り除き、処置する
➡60ページ「8-2　表示から調べる」参照参照

2	リセットボタンを押す

■�運転を再開し、燃焼安全制御装置が働かないことを確認できたら、操作は完了です。	
原因を取り除いても燃焼安全装置が働く場合は、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお
問い合わせください。

10	 安全装置
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10-2　対震自動消火装置

機能
震度5以上の地震や強い振動、衝撃を受けたとき、対震自動消火装置が作動して燃焼を停止します。
対震自動消火装置が働いて燃焼を停止すると、ハウスカオンキの異常ランプ（赤）が点灯します。液晶画面に
は［E-20　安全装置作動］と、点滅の［運転］が表示されます。

復帰方法

	 お願い ●技術が必要です。お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合
わせください。

図は、ネポンの対震自動消火装置（感震器BES-100）を例に記載しています。装置が変わっても次の手
順で行なってください。

1	機器や機器周辺に異常がないことを確認する
ハウスカオンキや燃料配管、煙突などに損傷や異常がな
いことを確認します。
対震自動消火装置の水準器を確認し、傾きが出ていない
か確認してください。

2	対震自動消火装置を復帰する
対震自動消火装置の取扱説明書をご確認ください。
ネポンの対震自動消火装置をご使用の場合、リセットスイ
ッチをゆっくり上げます。復帰すると、感震灯（赤）が消
灯します。

■�対震自動消火装置を復帰すると、ハウスカオンキのランプ・エラー表示は自動的にリセットされ、運転が再
開します。

10-3　過熱防止装置

機能
ハウスカオンキ本体の表面温度が異常に上昇したとき、過熱防止装置が作動して自動的に燃焼を停止します。
過熱防止装置が働いて燃焼を停止すると、ハウスカオンキの異常ランプ（赤）が点灯します。	
液晶画面には［E-20　安全装置作動］と、点滅の［運転］が表示されます。

復帰方法
本体の表面温度が安全な温度まで下がると、自動で復帰し運転が再開されます。表面温度が下がるまで、し
ばらくお待ちください。	
しばらく待っても運転が再開されない場合は、停止ボタンを押し、お買い上げの販売店またはお近くのネポン
営業所にお問い合わせください。

庁

防消

京
東 感

震 装
置

感
震
灯

証

リセット
スイッチ

感震灯

水準器
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10-4　�ヒンジ安全スイッチ

機能
バーナーヒンジが開いているとき、ヒンジ安全スイッチが作動して燃焼させることができません。
ヒンジ安全スイッチが働いて燃焼を停止すると、ハウスカオンキの異常ランプ（赤）が点灯します。液晶画面
には［E-20　安全装置作動］と、点滅の［運転］が表示されます。

復帰方法

1�停止ボタンを押し、電源スイッチを切る

2�バーナーヒンジを閉める
配線を挟まないようにバーナーヒンジを閉めた後、
燃焼ガスが漏れないようにアイナットをしっかりと
締め付けてください。

注意

アイナットは、燃焼ガスが漏れないように締め付ける
燃焼ガスが漏れると、思わぬ障害が生じるおそれがあります。
締め付ける目安は、ボルト面とアイナット面とが同一面程度になるまでです。

アイナット面

ボルト面
ヒンジ安全スイッチは火災を防止する装置であり、燃焼ガス漏れを防止する装置で
はありません。

3�電源スイッチを入れ、ランプ・エラー表示が消えたことを確認する
◎バーナーヒンジが閉まると、ハウスカオンキのランプ・エラー表示は自動的にリセットされます。

アイナット
バーナーヒンジ
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10-5　過負荷保護装置

機能
バーナーモーターの電流値が異常に大きくなったとき、過負荷保護装置が作動して運転を停止します。
過負荷保護装置が働いて燃焼を停止すると、ハウスカオンキの異常ランプ（赤）が点灯します。液晶画面には
［E-17　サーマルリレー作動］と、点滅の［運転］が表示されます。

復帰方法

	 お願い ●技術が必要です。お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にお問い合
わせください。

1	制御盤の扉を開ける
制御盤下にあるパチン錠を外して開けます。

2	停止ボタンを押し、電源スイッチ・元電源を切る

3	作動している過負荷保護装置を確認する
トリップ棒の状態で過負荷保護装置の作動状態を確認します。�
作動した過負荷保護装置のトリップ棒は飛び出ていません。

4	電流値が大きくなった原因を取り除く
過負荷保護装置と元電源の配線とが外れていないことを
確認してください。
バーナーモーターの過負荷保護装置が作動している場合
は、次の点を確認し、原因を取り除いてください。
　・�バーナー送風機にごみやさび付き、障害物などがない
ですか

　・�バーナーモーターの配線が外れていませんか

扉

トリップ棒が
出ていない

バーナー
送風機
バーナー
送風機

モーター配線モーター配線
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5	作動している過負荷保護装置のリセットボタンを押す
	◎トリップ棒が飛び出します。

6	元電源・電源スイッチを入れる

7	ランプ・エラー表示が消えたことを確認する
	◎過負荷保護装置が復帰すると、ハウスカオンキのランプ・エラー表示は自動的にリセットされます。

■�操作は完了です。運転を再開してください。	
原因を取り除いても過負荷保護装置が働く場合は、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所に
お問い合わせください。

トリップ棒が
飛び出る

リセットボタンリセットボタン
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11-1　仕様表
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端端
子子

55
22
00
／／

77
55
00
××

33
機機
外外
静静
圧圧

PP
aa

55
99

送送
風風
機機

名名
称称

ププ
ロロ
ペペ
ララ
フフ
ァァ
ンン

22
33
00
//
22
77
00

22
33
00
//
22
77
00

22
11
00
//
22
44
55

22
33
00
//
22
77
00

電電
動動

機機
WW

風風
量量

mm
33
//
mm

iinn
88
22
／／

99
55

11
00
00
／／

11
11
55

通通
信信

機機
能能

有有
線線
　　
：：
　　

RR
SS
44
88
55
通通
信信
（（
アア
ググ
リリ
ネネ
ッッ
トト
接接
続続
））

無無
線線
　　
：：
　　

LL
TT

EE
通通
信信
（（
室室
温温
・・
機機
器器
稼稼
働働
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
、、
警警
報報
通通
知知
、、
遠遠
隔隔
制制
御御
））

吹吹
出出

口口
形形

状状
φφ

44
00
00

××
22
口口

22
00
00
××

22
77
00

××
44
個個

33
66
00
××

66
00
00

××
22
口口

22
00
00
××

22
77
00

××
66
個個

33
66
00
××

66
00
00

××
22
口口

33
66
00
××

66
00
00

××
22
口口

22
00
00
××

22
77
00

××
88
個個

φφ
66
88
00

××
22
口口

チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー

エエ
ルル
ボボ

チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー

エエ
ルル
ボボ

チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー
チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー

エエ
ルル
ボボ

33
66
00
××

66
00
00

××
22
口口

44
22
00
××

77
66
00

××
22
口口

44
22
00
××

77
66
00

××
22
口口

11
88
55
××

33
66
00

××
88
個個

チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー

エエ
ルル
ボボ

チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー
チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー

エエ
ルル
ボボ

11
88
55
××

33
66
00

××
66
個個

φφ
66
88
00

××
22
口口

接接
続続
口口
寸寸
法法

mm
mm

φφ
11
55
11
..55

φφ
22
22
99

適適
用用
ダダ
クク
トト
折折
りり
幅幅

mm
mm

66
33
00

44
77
55

99
00
00

44
77
55

99
00
00

チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー
チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー

燃燃
料料

配配
管管

接接
続続

口口
径径

RR
cc11

  （（
11
BB
メメ
スス
））

11
11
00
00

55
55
00

11
11
00
00

煙煙
突突

内内
径径
寸寸
法法

mm
mm

φφ
11
55
22
..55

φφ
22
33
00

99
00
00

44
77
55

99
00
00

11
11
00
00

55
55
00

11
11
00
00

11
11
00
00

注注
記記

44
55
00

99
..22

22
11
11
..11

製製
品品

質質
量量

ｋｋ
gg

22
55
00

33
11
00

22
77
00

33
77
00

33
22
00

55
33
00

伝伝
熱熱

面面
積積

mm
22

33
..22

88
44
..55

99
55
..44

22
88
..22

55
55
22
00

55
00
00

55
88
00

55
77
00

55
55
00

77
..

88
..

11
22
..

66
..

11
11
..

44
00
～～

88
00
mm

44
..

55
.. 　　　　 22
..

33
..

99
..

11
00
..

付付
属属

品品
11
..煙煙
道道
エエ
ルル
ボボ

  一一
式式
　　
　　

22
..取取
扱扱
説説
明明
書書

  一一
式式
　　
　　

33
..燃燃
料料
配配
管管
接接
続続
管管

  一一
式式
　　
　　

44
..通通
信信
ボボ
ッッ
クク
スス

  一一
式式

11
.. 　　

33
00

mm
22

標標
準準
暖暖
房房
面面
積積

配配
線線
遮遮
断断
器器
容容
量量

44
00
mm
以以
下下

電電
線線

φφ
11
..66

mm
mm
（（
22
..00

mm
mm

22
））
以以
上上

φφ
22
..00

mm
mm
（（
33
..55

mm
mm

22
））
以以
上上

太太
ささ

φφ
22
..00

mm
mm
（（
33
..55

mm
mm

22
））
以以
上上

φφ
22
..66

mm
mm
（（
55
..55

mm
mm

22
））
以以
上上

φφ
22
..66

mm
mm
（（
55
..55

mm
mm

22
））
以以
上上

φφ
33
..22

mm
mm
（（
88
..00

mm
mm

22
））
以以
上上

HH
KK

55
00
33
00

型型
式式

33
..11

22
11
00
..88

AA
CC

22
00
00
VV

  三三
相相

  55
00
HH

zz
AA

CC
22
00
00
VV

  三三
相相

  66
00
HH

zz

GG
CC

VV

22
33
11
00
～～

22
66
44
00

HH
KK

66
00
33
00

HH
KK

88
00
33
00

φφ
66
88
00

××
22
口口

チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー

44
22
00
××

77
66
00

××
22
口口

φφ
44
00
00

××
11
口口

φφ
66
88
00

××
22
口口

ハハ
ウウ
スス
カカ
オオ
ンン
キキ

33
00
ＶＶ
型型
　　

AA
重重
油油
焚焚
　　
仕仕
様様
一一
覧覧
表表

44
99
55
～～

66
66
00

66
66
00
～～

99
99
00

99
99
00
～～

11
33
22
00

11
33
22
00
～～

11
66
55
00

11
66
55
00
～～

11
99
88
00

22
00

44
22
00
××

77
66
00

××
22
口口

φφ
44
00
00

××
11
口口

チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー
チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー
チチ
ャャ
ンン
ババ
ーー

11
11
00
00

66
33
00

11
11
00
00

66
33
00

11
11
00
00

55
00
00

44
55
00

55
00
00

FF
FF
VV

AA

HH
KK

22
00
33
00

HH
KK

33
00
33
00

HH
KK

44
00
33
00

22
..22

00
11
22
..11

11	 仕様
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11-2　電気結線図
名
　
　
称

記
　
号

漏
電

遮
断

器
電

源
ス

イ
ッ

チ
着

火
確

認
ス

イ
ッ

チ
端

子
台

接
続

コ
ネ

ク
タ

接
続

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

(手
動

復
帰

)
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
ヒ

ン
ジ

安
全

ス
イ

ッ
チ

バ
ー

ナ
電

動
機

送
風

機
電

動
機

1
送

風
機

電
動

機
2

ノ
ズ

ル
ヒ

ー
タ

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
ノ

イ
ズ

フ
ィ

ル
タ

ー

電
磁

開
閉

器
(バ

ー
ナ

)
熱

動
過

電
流

継
電

器
点

火
変

圧
器

電
磁

弁
室

温
サ

ー
ミ

ス
タ

ノ
ズ

ル
ヒ

ー
タ

サ
ー

ミ
ス

タ
火

炎
検

出
器

電
源

ラ
ン

プ
異

常
ラ

ン
プ

4
段

サ
ー

モ
統

合
環

境
制

御
盤

、
多

段
サ

ー
モ

フ
ァ

ン
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ

地
震

感
知

器
避

雷
器

EL
B

SW S1 H
LS

H
L

SS BM FM
1

FM
2 （

注
8）

N
H

IL N
F （

注
8）

M
SB

O
CR

IG O
V

TS
1

TS
2

AF
D

LE
D

1
LE

D
2

M
C （

注
10

）

FC
（

注
10

）

ES
（

注
10

）

TH
（

注
10

）

LA
（

注
10

）

送
風

機
電

動
機

3
FM

3 （
注

9）

イ
ン

バ
ー

タ
基

板
（

送
風

機
1）

イ
ン

バ
ー

タ
基

板
（

送
風

機
2）

IN
V1

IN
V2

（
注

8）

イ
ン

バ
ー

タ
基

板
（

送
風

機
3）

IN
V3

（
注

9）

耐
雷

基
板

LR
管

ヒ
ュ

ー
ズ

（
25

0V
/5

A・
φ

5×
20

）
f BA

SE
ベ

ー
ス

基
板

AC
D

C
AC

/D
C

変
換

基
板

BC
R

燃
焼

制
御

基
板

IN
有

電
圧

入
力

基
板

RL
1,

2
リ

レ
ー

基
板

SI
M

通
信

ボ
ッ

ク
ス

運
転

ラ
ン

プ
LE

D
3

ア
グ

リ
ネ

ッ
ト

ボ
ッ

ク
ス

AN
-B

OX
（

注
10

）

グ
リ

ー
ン

パ
ッ

ケ
ー

ジ
N

G
P （

注
10

）

誰
で

も
ヒ

ー
ポ

ン
EH

P （
注

10
）

ダ
ク

ト
サ

ー
ミ

ス
タ

TS
3 （

注
10

）

バ
ー

ナ

短
絡

線
注

記
５

IN
Vボ

ッ
ク

ス
バ

ー
ナ

4-
2

6-
5

4-
1

6-
21

2
3

4
1

2
3

4

周
辺

機
器

電
源

AC
20

0V
・

単
相

ES

Ｔ
Ｈ

Ｍ
Ｃ

Ｆ
Ｃ

ア
ー

ス

ア
ー

ス

50
/6

0Ｈ
z

AC
20

0V
・

三
相

電
 源

Ｒ
Ｓ

Ｔ

R
S

T

R
S

T

R
S

T
赤

黄

赤

赤 橙

黄

黄
青 黄

黒 橙 赤 橙

白 白9-
1

橙9-
3

黒
青

赤
紫

赤
灰

赤

青

赤
白

黒
 緑

Ｍ Ｓ Ｂ

9-3

Ｂ
Ｍ

5 6 7

ＥＬ
Ｂ

ＳＷ
Ｍ

Ｃ

Ｔ
Ｈ

Ｏ Ｃ Ｒ

ES SS

6
7

8

97 98

赤
黄

赤
黄

青青

赤
黄

青

赤
茶 赤 黄 緑 白 黒

茶 赤 黄 緑 白 黒

茶 赤 黄 緑 白 黒

白
黒

緑

9-2
9-1

Ｕ
Ｖ

Ｗ

連
動

運
転

用
端

子
(入

力
)

1
3

5

2
4

6

8

Ｌ
Ａ

3-
3

ア
ー

ス

3-
2

3-
1

2-
2

2-
1

1
BA

SE
CN

18

1
IN CN

4

BA
SE

CN
11

BA
SE

CN
12

AF
D

CN
2

BA
SE

CN
22

BA
SE

CN
9

BA
SE

CN
5

BA
SE

CN
13

BA
SE

CN
7

2 3 4 5

黒白
黒白

緑赤RT
H

SG Ａ Ｂ FG SG Ａ Ｂ FG Ａ Ｂ G
N

D
12

V
G

N
D

FG

茶 赤 黄 緑 白 黒214-
4

4-
3

ＨＬ
Ｓ

ＨＬ

4-
3

6-
4

4-
4

6-
6

連
動

運
転

用
端

子
(出

力
)

IN
V1

へ

外
部

サ
ー

モ
入

 力

6-
1

6-
311

12

Ｍ
Ｃ

/Ｆ
Ｃ

フ
ァ

ン
入

力

31
32

15

RL
1-

1
RL

1-
2

RL
1-

3
RL

1-
4

RL
2-

4

16

Ｈ
Ｐ

入
力

バ
ー

ナ
出

力

13
14

ファ
ン

出
力

33
34

Ｈ
Ｐ

出
力

35
36

デフ
ロス

ト出
力

A
A1

警
報

出
力

3
6

4
9

7
2

5 9-
9

9-
7RL

2-
2

IL

平 常 時

A2A1

緑 白

緑

Ｍ
Ｓ

Ｂ

9-
4

95 96

9-
5 ア

ー
ス

ア
ー

ス

非 常 時
1

Ｉ
Ｇ

Ｏ
Ｖ

茶

黒9-
4

橙9-
6

青9-
7

橙

紫
茶

灰

紫 灰

茶
灰

赤

橙
黒 黒 灰

9-
2

9-
5

9-
8

9-
9

S1

SW
:ID

1

1
ON

4
3

2

SW
:ID

2

1
ON

4
3

2

SW
:ID

3

1
ON

4
3

2

IN
V1

端 子 台 へ

LR

N
F

CN
1

CN
2

3 12
3 12

O
CR

O
CR

Ｔ
Ｓ

１

Ｔ
Ｓ

２

Ａ
Ｆ

Ｄ

Ｓ
Ｉ

Ｍ

Ｔ
Ｓ

３

Ａ
Ｎ

－
Ｂ

Ｏ
Ｘ

Ｅ
Ｈ

Ｐ
／

Ｎ
Ｇ

Ｐ

9-
8

9-
6

Ｎ
Ｈ 4-

1

4-
2

9
4

10
5

8

RL
2-

1
N

H

M
V

IG
BM

IN
V2

IN
V3

赤
白

黒
緑

赤
白

黒
緑

1
IN CN

3
1 1

IN CN
2

AC
DC

 C
N1

-2
BC

R　
CN

1-
3,C

N6
-2

IN
　

CN
2-

2,3
-2

,4-
2,5

-2
,6-

2

5
BC

R
CN

6
3

BC
R

CN
3

1
BC

R
CN

9

AC
D

C 
CN

1-
3

BC
R 

CN
1-

1

IN CN
5

1
IN CN

6

3 6 4

BC
R

CN
6

1 2 1 2 2 1 1 3 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 61 2

茶 赤 橙 黄 茶 赤 赤 赤 赤 茶

－＋
赤 茶 茶 赤 橙 黄 茶 赤 橙 黄

D
TH

橙 橙 茶 赤 緑 青橙 黄

LE
D

2
LE

D1

SW
1 1

ON

432

SW
3

SW
3

SW
2

SW
1

BA
SE

：
D

ip
SW

IN
：

D
ip

SW

注
記

9
注

記
8

注
記

8

L

LE
D

3
LE

D
3

赤
白

黒

Ｆ
Ｍ

３

黄
青

赤

Ｕ
Ｖ

Ｗ

赤
白

黒

Ｆ
Ｍ

２

黄
青

赤

Ｕ
Ｖ

Ｗ

赤
白

黒

Ｆ
Ｍ

１

黄
青

赤

Ｕ
Ｖ

Ｗ

注
　

記
1.

 ハ
ウ

ス
内

電
源

配
電

盤
に

は
、漏

電
遮

断
器

を
必

ず
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
2.

 破
線

部
は

現
地

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
3.

 ア
ー

ス
は

必
ず

つ
な

い
で

く
だ

さ
い

。故
障

や
漏

電
の

と
き

に
感

電
し

た
り

、
落

雷
に

よ
り

故
障

し
た

り
す

る
お

そ
れ

が
あ

り
ま

す
。

4.
 電

源
用

配
線

は
、雷

が
発

生
し

た
と

き
に

取
り

外
し

が
で

き
る

よ
う

、電
源

プ
ラ

グ
な

ど
の

使
用

を
お

す
す

め
し

ま
す

。
5.

 地
震

感
知

器
を

使
用

す
る

際
は

、端
子

台
の

⑤
⑥

間
の

短
絡

線
を

取
り

外
し

、
破

線
部

の
結

線
に

従
っ

て
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

6.
 S

1
は

、非
常

時
に

使
用

し
ま

す
。お

客
様

の
判

断
で

触
れ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

7.
 一

点
鎖

線
内

は
IN

V
ボ

ッ
ク

ス
側

、二
点

鎖
線

内
は

バ
ー

ナ
側

の
配

線
で

す
。

8.
 F

M
2・

IN
V2

・
N

F
は

、4
00

型
以

上
の

製
品

に
搭

載
さ

れ
ま

す
。

9.
 F

M
3・

IN
V3

は
、8

00
型

の
製

品
の

み
に

搭
載

さ
れ

ま
す

。
10

. L
A・

ES
・

TH
・

M
C・

FC
・

AN
-B

O
X・

EH
P・

N
G

P・
TS

3
は

別
売

品
と

し
て

用
意

し
て

い
ま

す
。
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11-3　外形寸法図

下吹きタイプ・低床タイプ

上吹きタイプ

H1H1 HH

W1W1

WW

CC

H1H1H2H2 HH

WW

CC

AA

BB

LLL2L2

L1L1

φDφD

AA

BB

φDφD

型式
項目

HK2030 HK3030 HK4030 HK5030 HK6030 HK8030
TCV TEV TCV TEV TFV TCV TEV TFV TCV TEV TFV TCV TEV TFV FCV/GCV FFV/GFV

W 724 974
W1 ― ― 1000 ― 1024 1000 ― 1024 1274 ― 1120 1274 ― 1120 1274 1120
L 1490 1930 2220 2390 2520
L1 2198 2645 2779 3058 3223 3384
L2 344 359
H 1267 862 1267 862 1380 1525 1110 1380 1525 1110 1380 1110
H1 1562 1550 1562 1550 1157 1562 1550 1157 1675 1823 1405 1675 1823 1405 1675 1405
H2 ― 1850 ― 1850 ― ― 1850 ― ― 2123 ― ― 2123 ― ― ―
A 288 295 390 364 359 390
B 917 512 917 512 905 1050 595 905 1050 595 905 595
C ― 710 ― 710 ― ― 710 ― ― 890 ― ― 890 ― ― ―
φD 151.5 229

LLL2L2

L1L1
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例として、型式HK4030TCV/TEV/TFV外形寸法図を記載します。

HK4030TCV

 344 
 2779 

煙突接続口バーナ

制御盤

送風機吊り具通信ボックス

Rc1

燃料配管接続管（付属品）

（外径）

 390 

 125 

 9
17

 

 600 

 2
70

 

 3
22

 

 792 
 1930 

 229 

 202 

 1
20

5 

 380 

 3
60

 

過熱防止装置

注 温風吹出口（ 方向吹出）: 2

 5
85

 

 550 

 700 

 724 

 1
26

7 
 3

01
 

 336 

 2
13

 

 150  150 
 1000 

 1
56

8 

（フレキシブルホース ） L=1500

温風吹出口の向きは、前後または左右側面方向に付け替えできます
注記

HK4030TEV

 344 
 2779 

Rc1

煙突接続口

吊り具

通信ボックス

バーナ

送風機

温風吹出口

制御盤

燃料配管接続管（付属品）

 1
20

5 
 9

17
 

 1930 

 270 

 2
00

 

 202 

229  

 125 
 380 

 390 

過熱防止装置

 5
85

 

 550 
（方向自在）

（外径）

（フレキシブルホース ） L=1500

 700 

 3
00

 
 1

26
7 

 724 

 1
85

0 

 300 

 2
83

 

 336 

 2
13

 

 1
55

0 
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仕
様

HK4030TFV

 344 

 2779 

 2
70

 

 700 

 8
62

 

 162 

 724 

 162 

 1
16

3 

 1024 

 336 

 3
01

 
 3

60
 

 5
6 

 4
02

 

フレキシブルホース(  L=1500)

制御盤

煙突接続口

吊り具通信ボックス

燃料配管接続管（付属品）

バーナ

（外径）

Rc1

送風機

 1930 

 600 

 5
12

 

 420 

 125 

 202 

229 
 390 

 8
00

 

 

 380 

温風吹出口

過熱防止装置

 5
85

 

 550 
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移
設
／
譲
渡
／
廃
棄
す
る
と
き

◎�移設／譲渡する場合は、必ずお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご連絡ください。	
ご自身で移設工事を行なわないでください。

◎譲渡するときは、必ず本書・工事説明書を添付してください。
◎廃棄する場合は、専門業者へ依頼してください。絶対に不法投棄はしないでください。

12	 移設／譲渡／廃棄するとき
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https://www.nepon.co.jp/

　保証とアフターサービス
詳しくは、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

〒150－0002　東京都渋谷区渋谷１丁目４番２号

URL：https://www.nepon.co.jp/

お客様へ

お買い上げ年月日、
販売店名を記入してください。�
サービスを依頼されるとき、
お役にたちます。

□ お買い上げ年月日／　　　　　　年　　  　 月　　  　 日

□ お買い上げ販売店／

電話番号（　　 　　 　 ）　　　　　　－

環境に配慮した紙を使用しています。 無断転載・不許複製禁止

　定期点検

注意 定期的に点検・整備を受けてください
整備不良がありますと、事故のおそれがあります。

この製品は、定期点検が必要です。
この製品の性能を維持し、安全にお使いいただくために、定期点検（有料）をお受けください。�
詳しくは、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

	■この製品に関するサービスについては、別紙「サポートガイド」をご確認ください。

ネポン製品に関するお問い合わせは

ネポンお問い合わせホームページ

☎（046）247ー3195 月曜日～金曜日　9：00～17：00カスタマーセンター

お買い上げの販売店 お近くのネポン営業所または


